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論文内容の要旨
デルタは多くの作用の複合の結束形成され，多種多様な形態や堆積相をもっω 本研究では地層中のデル
タ成堆積物から，テ.ルタの堆積相や形態発達に影響を及ぼした諸作用を解析するとともに，それらの地層
記録への保存能について検討した。また，復元されたデルタを従来のデルタ分類モデルに照らし合わせ，
従来のデルタ分類モデルとそれに基づくデルタと堆積相モデルの妥当性について検討を加えたc 研究対象
としたのは，長崎県対局の第-系対州国群トー部層.高知県内南部の中新統三崎層群，滋賀県南東部の鮮新
一更新統古琵琶湖層群|司11累層上部およひ甲賀累層下部である。
対州層群下部層は.Jヒh向にプログレードする烏E止状デルタにより形成されたことが明らかになったの
このデルタでは.慣性力が卓越した河口からの流出流と潮汐作用の相互作用により.分岐チャネルが潮下
'~J深くまで侵入していた。その結果，河口州はチャネルを伴った細長く延びた形状となり，粗粒砕屑物か
ら構成される鳥E止状デルタが形成されたと考えられる。
三崎層群は，河川作用とストーム作用の相互作用によって形成されたテールタが南西方向にプログレード
することによって形成されたとみなされる。デルタフロント域への砕屑物の供給は本質的には河口からの
流出によってなされていたが，ストーム時の波浪作用によってそのほとんどが再勤されたと考えられる。
その結果，デルタフロント堆積物には河川作用によって形成された堆積物はほとんど残されておらず，ス
トーム作用の記録だけが選択的に保有されることになった。
占琵琶湖層群阿山累層卜剖1および、甲賀累層下部の堆積物は，西から南丙方向にプログレードするロープ
状の形態を持った湖成デルタにより形成されたと考えられるc このデルタでは，河口からの流山流は浅い
水深のため7.kJ.氏との摩擁効束が促進されてシート流化する傾向にあったc またデルタフロント域の堆積物
が非粘着性の砂質な堆積物から構成されるため，分岐チャネルの安定度は低かったのその結果，チャネル
がデルタフロント域に侵入する際に細かく分1史しロープ状の形態をもっデルタが形成されたとみなされ
る。
本研究で検討しt.こ3つのデルタ成堆積物は.
唯としたデルタ分額モデルおよびそれに基づくデルタ堆穣机モデルの中で位置づけることができないの従
*のデルタモデルの玄ー当性について.本研究から次の二点の問題点を指摘することができるc 第一に前記
の三百力の相対的強さとデルタの形態とが必すしも士打芯しないこと，第一にデルタの形態発達および堆積
柏の構成にてお力以外の要凶が大きく関与し得る乙とι したがって，特に地質時代のデルタ成堆積物の解
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析にあたって，従来のテ.ルタモテ.ルの機械的適用は誤った解釈を導く可能性がある。
論文審査の結果の要旨
デルタは河川の作用と海洋または湖の諸作用(主に波浪作用と潮汐作用)の相互作用のもとで形成され
る。デルタの堆積はこれらの作用のほか諸種の吏因にも支配されており，デルタの形態や堆積相は多様性
に富む。地質時代のデルタ成堆積物には，デルタの堆積を支配した様々な作用が地層記録として接されて
いるにちがいない。しかし河川1.波浪，潮汐の3作用以外の諸作用が，地層形成にどのように関わり，
地層中にどのようなかたちで、記録されているのかについては.精度の高い解析例はほとんどなく，十分に
解明されているとはいいがたい。本論文では，長崎県対馬の第三-系対州層群下部層，高知県西南若干の中新
統三崎層群.滋賀県南東部の鮮新~更新統古琵琶湖層群，それそれのデルタ成堆積物を対象に，デルタの
形成に関与した諸作用の地層形成への寄与能力とデルタの形態規制におけるその効果について考察する
とともに，既存のデルタ形成モデルとそれに準拠したテ'ルタ堆積相モデルの妥当性についても論じている。
検討結果として，対外l層群のデルタでは慣性力が卓越した河口から流出流と湖汐作用の相互作聞がデル
タの形態発達に深く関与しており.分岐チャネルが湖下情深くまで延伸して烏iJl:状デルタを形成していた
ことを明らかにした。三崎層群のデルタでは.定常的lこはjロJI作用が卓越していて.デルタフロント域で
の堆積作用は基木的には河口からの流出流に支配されていたものの，間欠的なストームの作用によってデ
ルタフロント域の堆積物のほとんどが再動されてしまい，ストーム作用の記録だけが選択的に地層中に保
存されるに至ったことを不したり古琵琶湖層群のデルタでは， Mnからの流出流は浅い水深のため水底と
の摩擦効果が促進されてシート硫化する傾向にあり，ロープ状の形態をもっテ'ルタが形成されたことを明
らかにした。
次に.以上の3つのデルタの検討結巣に基づき.河川・潮汐・波浪の3営力を基準とした既存;のデルタ
分頬モデルおよびそれに基づくデルタ堆穣相モデルの妥当性を検証し，以下の2点を指摘したc①は己の
3営力の相対的強さとデルタの形態発達とが必ずしも対応関係にないこと， C~)デルタの形態発達および堆
積相の構成に上記3営力以外の要閃が大きく関勺し得ること。特に地質学的スケールでの営力や堆積営力
以外の要因をも考慮する必要があること。これらの指摘は，様々な要因が複雑に絡み合うテソレタの堆積を，
限られた数の要因のみを重視してモデル化することの限界を示している。
このように，木論文は地質時代のデルタ成堆積物から.デルタの形態発達や堆積相の構成を支配した営
力・要因とそれらの地層記録への保存・非保存過程を，既存のモデルに依拠することなく，従来にない高
い精度で解析し得ることを具体的に示すとともに.デルタのモデル化の是非をも問うており，今後のデル
タ研究，特に地質時代のデルタ成堆植物の研究に新たな視点を勺えている。よって，木論文は博士(理学)
の学f立を授与するに値するものと認める。
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